








極小未熟児は発育中にほぼ全例、骨塩量の減少が認められ、くる病の発生頻度も高く、こ

の様な骨変化の予防が問題になっている。現在、子宮内での胎児の Ca,Pの蓄積量に比べて

、未熟児が摂取するCa,P の量が少ないことが osteopenia の原因として重視されている。

そこで、未熟児に Ca,P の含有量の異なる乳汁を与え、osteo-penia の発生因子を調べると

共に、Ca,P を強化することにより、骨変化を予防することが出来るか検討した。 


